
 

膨大グループ 

大復活プロジェクト関連報告 

 

 

 

 

 

 

作成者：無味無臭 

 

  



0. はじめに 

この報告書は情報公開プロジェクトとして、膨大グループの各種 wiki の利用者かつ, 

膨大グループサーバーに加入していない利用者に対して進捗状況を報告する資料である。

また、責任者である Estrect はオランダ在住であるため、翻訳のずれにより正確なニュア

ンスではない場合があることをご容赦ください。 

 また、当プロジェクトの構想は 2023 年 7 月 24 日から始まり、2 代目膨大崩壊より前か

らあるサーバーであるため、アフィリエイト関係は一切お断りしております。 

 

 

1.序文 

このプロジェクトは、昨今の wikiwiki に対する不信感により、新膨大 wiki およびその系

列 wiki を膨大グループ独自のサーバーを用いて移転先とするウェブサイトを作成およびそ

の基幹設営を行うものである。 

責任者は Estrect、副責任者は雑魚が執り行う。 

  



2.プロジェクト概要 

2-1.目的 

現在、我々は新膨大 wiki およびその系列 wiki の復活を目的に各種作業を行っている。

しかし、既存のサーバー(wikiwiki)で運営する際、過去の例より削除されてしまう可能性が

ある。そのため、Estrect が大学のプロジェクトの一環として、通称エスト鯖(初期はオラ

ンダ鯖と称していた)を設立し、各 wiki を移設させるのが目的である 

。 

2-2.現在直面している問題 

現在、プロジェクトの進行を行う際の、問題の要因となっているものが３つ存在する。

これらを簡単に紹介する。 

 

❶wikiwiki の介入または監視 

 エスト鯖における編集スタイルは、以前からの編集者が負担にならないように wikiwiki

に似せたものをイメージとして作成している。このことや、過去の我々の行いから、

wikiwiki が介入する可能性が少なからずある。 

そのため、我々は Discord 内で膨大グループサーバーの設立、および各種プロジェクト

の会議などを行っている。しかし、この体制は匿名利用者およびサーバー未加入者の反感

を買っていることも解決すべき課題である。 

 

❷エストレクト氏の大学側の問題 

 エスト鯖は先述の通り estrect 氏が大学と協力して行うプロジェクトであるが、11 月中

期の会議にて大学側がプロジェクトに対しての援助を打ち切り、別のプロジェクトを押し

付けてきたと本人が宣言した。これにより当プロジェクトは大幅な遅延をもたらすことに

なったが現在は着実に進行を取り戻すことが出来ている状況であると言える。 

 

❸偽 wiki の存在 

現在、膨大の名を冠した偽 wiki が複数存在する。この文書は不特定多数の閲覧が可能なた

め詳細は省くがこれも大きな問題である。 

  



3.進捗状況 

3-1.10 月の進捗 

・責任者の決定および取り決め 

前述の通り、estrect と雑魚が務めることを決定した。 

 

・学校へのプロジェクト承諾 

Estrect が所属する大学側に、プロジェクトの説明と承諾を得た。 

 

・ベータ版設営の準備 

 

3-2.11 月の進捗 

・プロトタイプの作成 

 

・大学の協力打ち切りによる体制のシフトチェンジ 

・コテハンをアカウント制(アプリを用いた認証を行い、編集者としての権限を得る制度)

としての検討 

アドホックレジストリなどを用いた認証を検討した。 

 

・ページ一覧機能(recent 欄)の作成 

wikiwiki における今日の○○件のような機能を追加。 

図 1 プロトタイプの編集フォーム 

図 2 recent 欄機能 



 

 

・偽ページ対策のためのリンク改良 

 

 

3-3.12 月の進捗 

-12/7 

・ページサイズの変更 

 

・今日の𓏸𓏸件の改良 

サイドバーに追加。 

 

・ディレクトリ(ファイルのコンポーネント)の 1 本化とサイトのモバイル対応 

それぞれのファイルを統合し、スムーズな移行を行うようにした。 

 

図 3 ページの最終更新日付を表す機能 

図 4 改良されたリンク 

図 5 コンポーネントされたファイル 



・テキスト機能の追加 

  

Wikiwiki におけるプラグインである、color・size・Ruby・underline などが可能となっ

た。 

 

-12/14 

・エディター画面の改正 

 

これにより、プレビューとエディタがサイズ変更可能になる。 

 

 

 

 

 

図 8 改良されたプラグイン 

図 7 プラグインの一覧 

図 6 テキストプレビュー 



-12/15 

・テーブル画面のブラッシュアップ 

 

-12/18 

・サイトの埋め込みに対応 

埋め込み可能なサイト例：ユーチューブ、ツイッター、bilibili、ニコニコ、soundcloud 

 

-12/21 

・エディターの ui 調整・ダークテーマの追加 

 

 

図 9 ブラッシュアップされたテーブル 

図 10 ライトテーマのプレビュー 



 

 

 

-12/24 

・ページ移動した際のテーマを保存する機能の追加 

図 11 ダークテーマのプレビュー 

図 12 みんなで作る世界 wiki 内で estrect が作成したページを本サーバーに移植したとき

のテスト画面 



 

-12/28 

・テーマの多数追加とエクスプロイト(ページ内区分け)の研究 

 

4.今後必要とされるもの 

- SEO 強化 

２代目膨大で作成したページが検索候補上位に上がったのは WIKIWIKI が持つ SEO の影

響力が大きい。また、オランダのサーバーであるため主ターゲットの日本向けの SEO も行

う必要がある。 

- プラグインの簡単入力(添付画像参照) 

この機能がないと記事を書けない人も多く、より多くの利用者を獲得するためには不可

欠。ビジュアルエディターがないのも課題。 

- flexbox/cssbox 

ページ装飾に不可欠。実装は困難を極めるが、あると良いと考えられる。 

- レスポンシブレイアウト(プラグインではない) 

スマホデバイスで閲覧時、表記崩れを阻止する。これも実装は困難とみられる。 

- 共有ボタンの設置 

URL コピー・QR コード・Twitter・LINE・はてなブックマークを置いた共有ボタンの導

入。 

- 共同管理人制度創設 

日本側で諸問題に対処し、副管理人を率いる共同管理人の導入。オランダの管理人では不

十分である懸念。 

基本的には(システム面以外)同等だが、緊急時は管理人が上位のイメージ。 

任命するのであれば、「英語力」「信頼」「膨大への理解」のどれを重視するかは要議論。一

つ目なら雑魚(中国産)、二つ目ならけーおー(中国産)、三つ目なら古参の誰かが適任であ

ると考えられる。 

- 馴れ合い記事・コテペの階層化 

馴れ合い記事・コテペは馴れ合い記事とわかるように、「膨大 Wiki/〇〇」「編集者/」のよ

うな階層化を行う。エンペディアでもよみものとか利用者ページは分離している例が存在

する。 

-二代目膨大でも馴れ合いによる対立があったため、検討すべき事項である。 

 

以上の課題は膨大グループ所属者たちにによる意見である。 



5.まとめ 

当初の予定より大幅に遅れてはいるが、再開すること自体は軌道に載せられたという状

況と言える。今後も我々は復活に向けた努力を行い、外部利用者への不安を低減するため

に情報公開を続ける一心である。 


